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クラウドコンピューティング
従来のコンピュータ利用は、ユーザー(企業、個人など)がコンピュータのハードウェア、ソフトウェ
ア、データなどを自分自身で保有・管理していたのに対し、クラウドコンピューティングでは「ユー
ザーはインターネットの向こう側からサービスを受け、サービス利用料金を払う」形です。

ユーザーが用意すべきものは最低限の接続環境(パーソナルコンピュータ等のクライアント、その上で
動くブラウザ、インターネット接続環境等)のみで、あとはクラウドサービス利用料金を支払います。
実際に処理が実行されるコンピュータおよびコンピュータ間のネットワークは、サービスを提供する
企業側に設置され、それらのコンピュータ本体およびネットワークの購入・管理運営費用や蓄積され
るデータの管理の手間は軽減されます。（出典：ウィキペディア(Wikipedia))



システムソリューション

 眼科医・循環器医またその両医師、専門医診断によ
り他院と差別化を図り収益の安定化が図れます

 短時間で読影結果(読影報告書)が戻りますので、不
要なリードタイムを削減できます

 直接眼底検査・心電図検査の結果が把握でき患者指
導に効果を発揮します

 医師、専門医の読影により見落としが減少し検査精
度が向上します

 検査のデジタル化によりフィルムレス・ペーパーレ
スを実現しコスト削減が図れます
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 特別な設備や専用回線が不要で少ない初期投
資でシステムが導入できます

 フィルムレス・ペーパーレスでランニングコ
ストゼロの運用が可能となります

 検査室で撮影した画像はすぐに診察室で閲覧
できます

 保守やバックアップ作業がなくなります

 常に最新のアプリケーションが利用できます
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システムの特徴

 インターネット回線を利用して院内で撮影し
たデジタル画像及び検査報告書をオンライン
で管理します

 インターネット環境に接続したPCがあれば
いつでもどこでも画像・報告書閲覧あるいは
報告書作成が可能です

 セカンドオピニオンが必要な検査画像は簡単
に医師、専門医に読影依頼することが出来ま
す

 過去画像・報告書の閲覧が簡単に行えます



紹介先医療機関

各施設様

検査室

診察室

クラウド型システム概要図

インターネット
回線網

眼科画像読影センター

①検査室で撮影された眼底画像はインターネットを通じてサーバーにアップロードされます
②診察室ではサーバーに保管された眼底画像をインターネットを通じて閲覧します
③必要に応じて眼科画像診断支援(読影)センターに検査画像の読影を依頼します
④読影センターでは定期的にサーバーにアクセスして依頼画像を読影します
⑤報告書を作成しサーバーにアップロードします
⑥クリニックでは定期的にサーバーにアクセスして報告書(読影結果)を閲覧します

③
④

⑤⑥

データセンター①

②
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紹介先医療機関

各施設様

検査室

診察室

クラウド型システム概要図

インターネット
回線網

心電図読影センター

①検査室で検査された心電図はインターネットを通じてサーバーにアップロードされます
②診察室ではサーバーに保管された心電図をインターネットを通じて閲覧します
③必要に応じて循環器医師、専門医の読影グループに心電図の読影を依頼します
④読影グループは定期的にサーバーにアクセスして心電図を読影します
⑤報告書を作成しサーバーにアップロードします
⑥人間ドック等施設様では定期的にサーバーにアクセスして報告書(読影結果)を閲覧します

③
④

⑤⑥

データセンター①

②
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主な機能

 デジタル眼底画像/心電図・報告書のオンラ
イン管理機能(インターネット接続が必要)

 デジタル眼底画像/心電図・報告書のオンラ
イン閲覧機能

 報告書作成(所見入力)機能

 遠隔読影(報告書)依頼機能

 画像処理機能

 印刷機能・データ出力機能
 眼底画像印刷、報告書印刷、結果一覧表印刷

 健診システム用テキストデータ(CSV)出力・
EXCELデータ出力・PDFデータ出力
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セキュリティ機能

 ログインIDとパスワード入力により利用者を
管理し、さらにデータはすべて秘密鍵方式で
暗号化して送受信します

 独自のセキュリティー方式により予め定めた
PC上でセキュリティ認識ができないとシス
テムの利用は出来ません

 マイクロソフト社のWindows Azureに対応
していますので、システム全体のセキュリ
ティ性、稼働性、データの保全性等より高い
安全性を確保しました
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ビューア基本画面



11

拡大画像表示画面
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ビューア(拡大縮小虫眼鏡機能)
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ビューア(明度・輝度調整機能)
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報告書作成



画像及び報告書印刷イメージ
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報告一覧表印刷イメージ
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心電図遠隔読影画面



眼科画像
読影センター

各施設様

眼底画像読影センター利用

・クラウド経由で眼科画像読影センターを利用し
て医師、専門眼科医による読影が実現する。

・オールデジタル化でシステム化推進が実現する。
・省力化、効率化推進が実現する。

クラウド
サーバー
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クラウドシステムのみ利用

現在読影依頼
眼科医

各施設様

・現在読影依頼している眼科医にクラウド経由で
読影依頼する。大きなフローに変化が生じない。

・読影医側も時間的・空間的拘束から解放される。
・オールデジタル化でシステム化推進が実現する。
・省力化、効率化推進が実現する。

クラウド
サーバー
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眼底画像の保存期間とサポート

 サーバー上に登録された眼底画像およびこの
画像の読影結果報告書の保存期間は原則3年
間とし、3年間をすぎますと眼底画像および
読影結果報告書は順次自動的に削除されます

 眼底画像および読影結果報告書を3年間をす
ぎて保管される場合はMOREsystemの自動
バックアップ機能を利用します

 サポート

 電話・メールによるサポートおよびオンラインに
よるリモートサポートを実施します
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